













We have developed a new three-year environmental education program for elementary 
school students using various aspects of ‘light pollution’, which city-dwellers can find 
anywhere around them. We performed it in more than 32 hours classes of the subject 
‘integrated studies’ with themes of ‘the night sky brightness’, ‘impact on the ecosystem’, 
‘integrated work and public presentation’ etc. at an elementary school in Tokyo Metro-
politan area. To evaluate the program, the students were asked to answer question-
naires before/after the program and we conclude that the program is effective for an 
environmental education.
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た。平成25年度の 4 年生 2 クラス計58名を対象にプログラムを開始し、平成26年度は 5 年

















　 1 年間の授業内容の概要を表 2 に示す。発表会を含め、計 8 回の授業を行った（各回 2
時間（一部 1 時間）× 2 クラス）。
₃.₁　第 1回授業
　 6 年生第 1 回の授業は、新年度直後の多忙な時期を避け、 6 月に実施した。授業のねら
























































　第 1 回から約 1 ヶ月後に実施した第 2 回授業では、ねらいを（ 1 ）地球温暖化とその影






















探究活動の発表会（ 6 年 1 組）
探究活動の発表会（ 6 年 2 組）
プログラムの総括
表 3 　第 1 回授業の授業計画






















































図 1 　第 1 回授業の授業風景




























表 5 　第 2 回授業の授業計画























































図 2 　第 2 回授業で使用したパワーポイント（抜粋）
8 越　智　信　彰
₃.₃　第 ３回授業












など、自由な発想で作品を制作させる。ねらいは （ 1 ）課題発見解決能力の育成、（ 2 ）





図 3 　第 2 回授業の授業風景




















た。第 4 回授業の 3 週間後に第 5 回授業を行い、同様に適宜巡回指導を行った。この時点
ではグループにより進度にかなりバラつきがあったが、担任の適切な指導の下、遅れてい
るグループは放課後などを利用して作業を進めた。




表 7 　第 3 回授業の授業計画








































　教育プログラムの 3 年間のまとめとして、 6 年生で実施した探究活動の発表会を行っ
た。発表会のねらいは、（ 1 ）プレゼンテーション能力の育成、（ 2 ）コミュニケーション
能力の育成、（ 3 ）他人の意見を聞き考える力の育成、（ 4 ）物事を総合的な視点で考える
力の育成、である。
　 6 年生 2 クラスのうち、第 7 回授業では 6 年 1 組が、第 8 回授業では 6 年 2 組が発表会
を行った。このうち、第 7 回授業は「東京都北区教育委員会研究協力校・研究発表会」で












































































































1 2 3 4 5
照明をこまめに消すようになった。 25％ ６5％ 7 ％ 4 ％ 0 ％
太陽光などで明るいときは、照明を使わないようになった。 49％ 2６％ 16％ 7 ％ 2 ％
テレビやエアコンなど、照明以外の省エネを心がけるようになった。 2３％ 4６％ 18％ 12％ 2 ％
夜空を見上げることが増えた。 ３３％ 25％ 19％ 12％ 7 ％
もっときれいな星空を見たいと思うようになった。 5６％ 2３％ 7 ％ 7 ％ 5 ％
自然や生き物を守りたいと思うようになった。 47％ ３３％ 12％ 5 ％ 2 ％
環境問題について、もっと知りたいと思うようになった。 ３2％ 42％ 14％ 12％ 0 ％
宇宙や星について、もっと知りたいと思うようになった。 28％ 44％ 19％ 4 ％ 5 ％




業のあと、ほぼ毎回）」が23％、「 5 回くらい（授業のあと、半分くらい）」が44％、「 1 ～









　新たな環境教育の題材として光害を取り上げ、小学 4 ～ 6 年生向けの 3 年間の環境教育
プログラムを構築した。都内の区立小学校 1 校において実践を行い、 4 年生で夜空の明る
さ、 5 年生で生態系への影響、 6 年生でエネルギーの観点を中心に学習を進め、 6 年生後
半には課題発見解決型の探究活動・発表会を実施した。児童は光害に高い関心を示し、概
して熱心に取り組んでいた。ワークシート・最終アンケートの結果から、児童の環境への
意識・行動意欲の向上、多様な視点から物事を考える力の修得が見られ、本教育プログラ
ムが環境教育として効果的であったことが示された。
表12　最終アンケートの自由記述（抜粋）
▶ ぼくたちができることには限りがあるので、センサーでつくように義務付けた
り、大掛かりなことをした方がいいと思う。そのためにたくさんの人々に光害
について知ってもらうことが先決だと思う。
▶ 夜になったらカーテンを閉めたり、電気をなるべく使わない様にする。人間の
行動によって苦しんでいる生き物がたくさんいることを考えて行動する。もう
一度、大都会で星が見えるようにみんなに光害を伝えていきたい。
▶ この自分たちが今使っている光についてもう少しおさえてもっときれいな星や
月の光で街をきれいにしていきたい。
▶ 照明は人が発明したものです。だから、環境への害も人間がしっかりと責任を
持つべきだと思いました。私ができるような防止法もありました。だから小さ
いことからコツコツとやっていきたいです。また、様々なひとに光害の重大さ
を伝えられるような人になりたいです。
▶ 私は光害のことを学習し、節電を心がけるようになりました。これからも環境
のことを考えていきたいです。
▶ 光害のことが知れてとてもよかったし、まだ知らない人にも話すことができ
る！
15光害を多面的に学ぶ小学校環境教育プログラムの実践
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